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この地質図幅地域に含まれる神津島･砥苗島･恩馳島･

式根島などの島々は東京都心の南南西およそ170kmの位

置にあり巨視的に見れば活動的な伊豆一マリアナ島弧上

の流紋岩火山群である一同島弧の北部には北東から南西へ

伸びる小海嶺が雁行状に配列しておりこれら火山島群は北

東にある新島とともにその一つの上に載っている.伊

豆一小笠原海溝に近い火山前線上の大島･三宅島･御蔵

島･八丈島などが玄武岩を主とする成層火山(複成火山の一

種)であるのに対してその背後にあるこれらの島々カミ流紋

岩の火砕五十溶岩円頂丘/厚い溶岩流(単成火山の一種)で

あることはその地体構造上の位置からみて興味深い.

一番大きい神津島は少なくとも16個の流紋岩単成火山から

構成されている･溶岩円頂丘あるいは厚い溶岩流はその規

模が大きいものでは長さ4km厚さ150mを超え小さい

ものでは基底径0,4-0.45km厚さ100mである.

一般に古期の溶岩は紫蘇輝石流紋岩･カミングトン閃石流

紋岩･黒雲母流紋岩など各種であり一方所期のものはほ

とんどすべて黒雲母流紋岩である.溶岩流出に先立つ火砕

物には層相からみて降下･火砕流･火砕サｰジ(あるい

はイグニンブライト被覆)など色々な運動･堆積機構によ

って生じたものカミ含まれる.

今までに公表されているカリウムｰアルゴン法フィッ

ション･トラック法水和層放射性炭素法などによる年代

値や出土土器の型式･古文書をもとにすると神津島を構成

する流紋岩単成火山群の活動は28万年の全岩カリウムｰア

ルゴン年代値を示す“氷長石化"デイサイトを基盤として

今から数万年あるいは10万年ぐらい前から始まりおよそ

1,100年前まで断続した･しかしながらそれらの活動の

時間間隔は不確かである･承和5年7月5目(西暦838年

7月29目)に始まった噴火の詳しい記録が続目本後紀に残さ

れている.火砕流の海への流入とみられる記述など表現

は神格化されてはいるがいきいきと記されており島内で

最新の火山天上山がこの噴火に際して形成されたことは間

違いない｡科学的証拠もこの考えを支持している.
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神津島の東岸沖およそ1･5kmにある砥苗島(黒雲母流紋岩)

と前浜の西南西およそ5.8kmにある恩馳島(無斑晶状流紋

岩)はそれぞれ独立した溶岩円頂丘の名残であるがそれら

の噴出年代は測定されていないし神津島を構成する流紋岩

単成火山群との関係も不明である.

神津島の北北東およそ14kmにある式根島は低平･台状溶

岩円頂丘(黒雲母流紋岩)でこれを覆う飛砂堆積物の中か

ら縄文時代早期後半の土器が出土することから7,200年前

よりも以前に形成されたものである.

これら単成火山群を構成する流紋岩はSi0｡量74,9ないし

76.8重量パｰセントCIPWノルム値において｡r>an及び

｡r<abの特徴を持ついわゆるリｰダ流紋岩でクリスタ回

ス組織を有する玄武岩質包有物や黒雲母花嵩岩一花開閃緑岩一

トｰナル岩岩片を含むことがある.前者は珪長質マグマを

地表に噴出させる引き金となった苦鉄質マグマ片の固結物で

あるかも知れない･花商岩質岩片の起源については今ま

でのところ決定的な証拠は得られていない.
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